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研究成果の概要（和文）：　享保から宝暦年間（1716～1764）に初演された人形浄瑠璃作品について、良質なテ
キストを提供し、国内外の演劇研究に貢献するため、翻刻本文の確定、書誌調査、諸本校合を行い、『浄瑠璃未
翻刻作品集成』（玉川大学出版部）として第三期10作品、第四期10作品に「凡例・解題・梗概・校異」「享保期
興行年表」付して公刊した。
　また、近世語資料としての活用を目指し、品詞、活用などのタグ付けを行い、『信州姨拾山』『赤沢山伊東伝
記』の2作品の自立語語彙索引を刊行した。さらに、詞章と音曲との関係を明らかにするために、文字譜位置の
確認などを行い、文字譜索引作成の準備をした。

研究成果の概要（英文）：Our project was to provide quality texts of joruri plays from the Kyoho to 
Horeki periods (1716-1764) to contribute to domestic and international theatrical research. We 
selected the versions of manuscripts to reprint, conducted research on texts, and compared and 
collated various manuscripts. We published ten texts each for the third and fourth series of The 
Collection of Never-Before-Reprinted Joruri Texts from Tamagawa University Press, with detailed 
notes and performance records.
In addition, in order to make joruri texts usable as research materials of early modern language, we
 tagged word class, conjugation, etc., for several texts from the first series of The Collection, 
and published vocabulary indices for independent words for two joruri texts, Mt. Obasute in Shinshu 
and Mt. Akazawa and the Tale of Ito. Moreover, in order to clarify the relationship between music 
and lyrics, we studied the location of musical notations, and prepared to make indices for musical 
notations.

研究分野： 演劇研究
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１． 研究開始当初の背景 
人形浄瑠璃文楽は、2003 年にユネスコの

「人類の口承及び無形遺産の傑作の宣言」を
受け、世界無形文化遺産に採択された。人形
浄瑠璃文楽は、国内外から日本を代表する伝
統芸能として注目されている。しかし、その
基礎的な資料整備が十分に行われていると
は言いがたい状況が長く続いていた。それに
は、未翻刻作品の解消が急務である。浄瑠璃
本（義太夫節人形浄瑠璃の初演作品）は 630
作品が残り、この内、翻刻されたものは 55％、
未翻刻のもの 45％である。この資料整備・翻
刻紹介を行うことによって、当該分野の研究
の進展が期待されるのである。 
研究代表者は、平成 10 年より「義太夫節

正本研究会」を発足し、平成 23 年まで 78 回
の研究会を重ね、全国の諸本書誌調査、底本
とすべき初版本の選定、正本影印の作成及び、
収集、翻刻方法の研究を行った。この間、科
学研究費補助金（基盤研究Ｂ（１））「未翻刻
浄瑠璃正本の網羅的調査・翻刻による浄瑠璃
の基礎研究」（平成 13 年～16 年）、科学研究
費補助金（基盤研究Ｂ）「未翻刻浄瑠璃本の
網羅的調査・翻刻と複次的活用・公開に向け
ての基礎的研究」（平成 20 年～23 年）を受
けて研究を続けてきた。 
その成果について、玉川大学出版部のご理

解を得て、平成 18 年 5 月より平成 19 年 11
月まで 12 作品、平成 22 年度には科学研究費
研究成果促進費の交付を受けてさらに 10 作
品、合計 22 作品の刊行が実現した。先に記
したように、未翻刻作品は 200 作品余りある
が、基礎研究と作業を経た上での成果は数パ
ーセントに過ぎない。 

 
２． 研究の目的 
享保から宝暦年間（1716～1764）に初演

された人形浄瑠璃作品は、現在、古典芸能
として文楽で頻繁に上演される演目の大方
を含んでおり、同時に歌舞伎でも義太夫狂
言として盛んに上演されている演目も多数
存在する。 
国内外の日本文学研究者や古典芸能の専

門家（人形浄瑠璃文楽の技芸員や劇場関係
者）への学術的貢献はもとより、当該分野
に関心をもつ観客・読者へも良質なテキス
トを提供し、国内外の演劇研究の進展に貢
献することを目的とする。 
何よりも、作品を容易に網羅的に読むこと

ができる環境作りが急務である。しかも、翻
刻活字化するにあたっては、底本を初版本と
するのが望ましく、同時に諸本の校合が重要
である。 
これらの基礎研究と作業のもとに制作さ

れた浄瑠璃正本の翻刻を継続的に行い、翻刻
作業によって蓄積したテキストをより広く
活用するために、データに品詞、意味などの
情報を付加する作業を行い、デジタル・アー
カイブ化を目指す。 

 

３． 研究の方法 
人形浄瑠璃研究の進展にとって、第一に資

料の整備が極めて重要である。それについて
は、以下の３点の事業を遂行する。 

 
(1) 書誌調査、翻刻作業・公開の一層の進展 
 未翻刻浄瑠璃作品の書誌調査のうえ、翻刻
とその電子入力による本文作成を行なう。浄
瑠璃本文学の網羅的横断的本文データベー
スを作成する。翻刻に際しては、初版であっ
てかつ初刷とみられる善本を底本とするこ
とを目指し、かつ正確な翻刻本文を作成する
ために、諸本調査を踏まえ、１作品につき最
低３点の複製を準備する。 
(2)蓄積したテキストデータの活用に向けて
の研究 
①語彙索引作成へ向けての研究 
翻刻完了作品の語彙索引の作成を行う。近

松以降の近世上方語研究に資するために、既
に翻刻した２０作品についても個別にタグ
付け作業を行いながら、語彙認定作業を行い、
索引作成を目指す。 
②文字譜索引の作成に向けての研究 
浄瑠璃の音楽構造の解明と、演劇的効果の

関係についての基礎的な資料となる音高の
みの文字譜を除いた曲節索引を作成するこ
とを目指す。どのような索引が有効かを検討
し、享保期以降浄瑠璃作品全体の索引を構築
する。 
(3)デジタル・アーカイブスとしての活用に向
けての検討   
 浄瑠璃本文学の網羅的横断的本文データ
ベースの作成を行い、デジタル・アーカイ
ブとしての公開に向けての準備を行う。 
 
４．研究成果 
(1)書誌調査、翻刻作業の進展 
翻刻による確実なテキストを完成するた

め、底本のほかに利用価値が高いことが判明
した 10 行本、および副本についても十分に
調査を行い、校訂作業を行った。各作品の担
当者が、それぞれ原本調査を行うとともに、
研究会を開き検討し、本文確定を進めた。 
成 24 年度には、「義太夫節浄瑠璃未翻刻作

品集成」第三期として『尼御台由比浜出』『蒲
冠者藤戸合戦』『本朝檀特山』『車還合戦桜』
『曽我昔見台』『元日金歳越』『万屋助六二代
帋』『丹州爺打栗』『傾城枕軍談』『一谷嫩軍
記』の 10 作品について、平成 26 年度には、
同第四期として『待賢門夜軍』『苅萱桑門築
紫☆』『今様東二色』『釜渕双級巴』『丹生山
田青海剱』『田村麿鈴鹿合戦』『花衣いろは縁
起』『百合稚高麗軍記』『石橋山鎧襲』『いろ
は日蓮記』の 10 作品について、翻刻本文の
確定、書誌の最終確認、諸本校合を行ったう
えで刊行を行った。   
 

(2)蓄積したテキストデータの活用 
これまでの研究で翻刻の完了した作品の

構築データベースの公開と活用としては以



下の二点について作業を進めた。 
① 日本語資料としての活用 

言語研究班では、近世語の新たなデータベ
ースを構築するために『信州姨拾山』『赤沢
山伊東伝記』の自立語索引を刊行した。特に
後者については、これまで索引がなかった並
木宗輔の初の自立語索引であり、竹本座と豊
竹座の脚本に使われることばの相違など、今
後の語彙研究に資するものとなった。 
また、引き続き現行曲を中心とした語彙索

引作成のための品詞確認などを進めること
ができた。 

② 文字譜索引作成に向けての基礎研
究 

 翻刻作品についての文字譜索引を構築し、
義太夫節の音曲面での研究を進めるために、
文字譜索引作成のための翻刻本文のデータ
確認の作業を行うことができた。 
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